
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“個人としても、会社としても、 
アクションを起こそう” 

企業の子ども応援プロジェクト in 港区 

実施後インタビューVo.1 

株式会社エーピーコミュニケーションズ 

朝山：プロジェクトに参加したきっかけはなんですか？ 
内田：敷かれたレールの上に乗っている人たち、それに慣れてい
る僕たち・・・そういう人が多くて。あまりにも今まで、浮き沈
みも関係なく、日本はすごく強い経済の国でした。切迫していな
い状況で、なんとなく世の中が右肩上がりに上がっていく。コミ
ュニティの中で、人間関係をうまくやっていけば、自分自身は上
がっていけるっていう職場にずっと慣れて、生きてきてしまった
んです。周りの人がそういう（人間関係さえ上手くやっていけば
良い）人だと、仕事しやすいんですね。僕たち自身も、「まあ仕
事がしやすいからいいや」って思っていました。そういう人たち
がこれから生き残れない・・・って分かっていたんですが。自分
たちの仕事がしやすいからって、とりあえずそういう環境で仕事
をしていました。（裏⾯につづく） 

敷かれたレールの上に乗っている人たち、 
それに慣れている僕たち・・・そういう人が多くて。 

株式会社エーピーコミュニケーションズ 
代表取締役社⻑ 内田 武志様  人事戦略部執⾏役員 永江 耕治様 
インタビュアー：朝山あつこ（NPO 法人キーパーソン 21 代表理事） 

2012 年 9 月 14 日 株式会社エーピーコミュニケーションズ様のご協賛により、港区⽴⾼
陵中学校にて、夢発⾒プログラム「おもしろい仕事人がやってくる！」「コミュニケーシ
ョンゲーム」を実施いたしました。実施後、内田社⻑、永江執⾏役員にお話を伺いました。 



 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

内田：大人自身が迷っています。「今までしてきたこ
とが正しいんだ」って、神頼みしている。そんな感じ
なんですね。「ちょっと景気悪くなってきちゃったけ

では実際に、10 年後 20 年後の子どもたちを育てよう
と。じゃあどこから？って考えていた時に、(10 年後
20 年後を変える⼒をもっている)子どもたちに向けた
キャリア教育を、10 年以上やっている朝山さん（キ
ーパーソン 21 代表理事）にお会いしました。弊社人事
戦略部で執⾏役員の永江が、キーパーソン 21 の会員
で活動していたのがきっかけです。まずはプロフェッ
ショナルの方と一緒にキャリア教育の現場を一緒に
経験しないと、次のステップに⾏けないので。そのた
めにご一緒させていただきました。 
朝山：NPO と⼀緒に仕事をすることについて不安は
ありませんでしたか？ 
内田：「NPO なんだ」って思ったくらいで、NPO が
何かさえ分かってないし、そんなものです（笑）。全
く意識していません。 

朝山：実施前と実施後で、社員の方に変化はありまし
たか？ 
永江：営業事務をやっている社員で、次のキャリアに
向かってどうやって踏み出していこうかなっていう
時に、プロジェクトに参加させました。大人役として、
子どもたちを導く⽴場になったことで、「自分がしっ
かりしなきゃいけないんだ」と感じたそうです。日頃
接する機会のない子どもたちと触れ合ったことで、
「もっと勉強しよう」と、仕事に対するモチベーショ
ンに変化が起きました。 

そんなときに、東日本大震災が起き、それがひとつの
きっかけとなりました。正しいことを自分の考えで把
握しようとすることを拒否して、耳を塞いで目を塞い
でいる大人たちが、震災によって国家レベルで明るみ
になってしまいました。自分の会社のためとか、思っ
ている場合じゃないなって思いました。 

10 年後 20 年後を考えるきっかけと
なった東日本大震災 

個人としても、会社としても、
アクションを起こそう。 
僕たちがやらなきゃいけないことっていうのは、今の
状況から 10 年後 20 年後を変えることです。自分自身
が何かムーブメントを起こすような精神構造の子ども
たちを増やさなきゃいけない。今から育てれば、子ど
もたちは 10 年後 20 年後、そういう大人になれるんで
すよ。今明らかに日本がおかしくなってきているので、
もう一回子どもたちの育て方を作り上げていかなきゃ
いけない。我々のような中小企業のこのレベルでも、
やっていかなきゃいけない。

キーパーソン 21 との出会い 

人事担当者からみた社員の変化 

ど、自分たちの人生良かったよね。」・・・それで終
えたい、みたいな。軸を 10 年後 20 年後におくと、
今やらなきゃいけないことははっきりしています。
我々大人たちは、今の状況を維持するのではなくて、
10 年後 20 年後をどこまでつくるかっていうのを準
備して、壊すところは壊して、変えるところは変えて、
新しいことをやっていかなければなりません。 
 

未来をどこまでつくれるか 

企業の子ども応援プロジェクトに関するお問い合わせ  
NPO 法人キーパーソン 21 
E-mal:info@keyperson21.org  TEL:044-431-0420 


